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5、「３款１項社会福祉費８目障害福祉費基幹相談支

援センターの機能強化事業『りんく』について」 

16.09.21 

自立に向けた相談や支援、それから専門的資格を有

する職員から受けられるようになったことは、これは

非常に大変すばらしい施策だと思っております。相談

件数が増加したということについてのよしあしは別

としても、周知により前年度よりおおむね５００人が

ふえたこと。 

８，９８０件、この内就労支援相談の前年の６０５

件から１０６件ふえているということは、昨日障がい

者からのこの物品購入とか、就労支援での障害者優先

調達推進法の趣旨であり、本市の目指す共生社会にも

かなう政策だと考えています。 

そこで、先ほどの質問もあったんですが、私は就労

支援という部分に特化をしてちょっとお聞きしたい

と思います。就労支援は、りんくと住吉障害者就業生

活支援センターとハローワーク甲府との連携で進め
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ている状況については承知をしております。就労相談

者数がこの資料で７１１人ありますが、この内平成２

７年長期雇用された方々の把握がまずできているか

ということと。できているなら、その人数をお示しい

ただきたいと思います。 

◯酒井障がい福祉課長 

１つ目の質問ですけれども、障がい福祉サービスと

言いますのは、就労に向けた訓練ということに対する

支援ですので、長期雇用された方の把握はしておりま

せん。ただ、この就労相談の７１１人というのは、就

労に向けた訓練をしたいんですけれども、一貫した指

導を受けたいんですけれどもという相談の件数が７

１１人ということになっております。 

以上です。 

◯佐野委員  

ありがとうございました。就労という１点について

は、私もいろんな方から相談を受けまして、ここでそ

ういう相談も受けられるということであれば、自立と
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いうことを非常に考えたいということもありました

ので、それが把握ができていればと思っておりました。 

２つ目質問したいと思います。例えば、就労移行支

援、先ほどありましたけれども、先ほどの支援を受け

られた６１人の方々で、この方々は長期もし雇用され

た、そんなようなものは把握ができているか、できて

いればその人数をお示しいただきたいです。 

◯酒井障がい福祉課長  

２つ目の質問ですが、１つ目の質問と同様に、その

人数については把握しておりません。ただ、就労移行

支援、または就労継続支援を利用して就職等に結びつ

いて、自立した方につきましては、就職支度金という

ものを支給しておりますので、平成２７年度におきま

しては１２人、１人当たり３万６，０００円を支給し

たところでございます。 

以上です。 

◯佐野委員  

ありがとうございました。 
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この１２人の方については、自立に向けて一歩前進

ができたという、これがりんくでやられている成果だ

と思っております。 

３つ目、この就労移行支援相談者、この方々の将来

の自立支援に向けて、本人が希望していても、例えば

この就職先とのマッチングができなかったというよ

うな方々については、例えば、計画ということを先ほ

どから内藤委員の御答弁にもありましたけれども、ま

ずこの計画の見直しを行って、新たなこの再雇用先へ

の例えば支援というのができたのかどうか。そういう

ような就労支援ができたような人数が把握されてい

ればお示しをいただきたいと思います。 

◯酒井障がい福祉課長 

御質問の再雇用先の就労支援ということですけれ

ども、障がい福祉サービスというか、あくまでも就労

政策というか、雇用政策となりますので、私どもとし

てはその人数の把握はしていません。 

ただ、企業等へ就職を希望して、就職移行支援を受
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けるわけですけれども、そこで就職に結びつかなかっ

た方につきましては、計画を見直す中で就労継続支援、

Ａ型とかＢ型を受けてもらって、改めてその就職に向

けての知識とか能力の向上のための訓練となってお

ります。 

以上です。 

◯佐野委員 

ありがとうございました。 

就労継続支援Ａ型が４７名、就労継続支援Ｂ型が３

９８名と、このように今年度もしっかり施策として進

められているということには高く評価をしたいと思

っております。ある会合で企業の方に、樋口市長も視

察へ行かれた企業ですけれども、そこではやはり就労

支援について、企業としてもしっかり進めているとい

うようなことをお聞きをしております。 

産業部が就労支援等には所管になるので、福祉保健

部としてはなかなかという御答弁でありましたけれ

ども、今のこの方々が悩んでいるというのは、親御さ
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ん。自分の息子がこの先自立ができたら本当にいいな

というような思いを持っていらっしゃる方が、たくさ

んいらっしゃいますので、どうか自立に向けて、産業

部、それから福祉保健部が横断的に庁内でしっかり連

携をとっていただいて、この自立支援に向けても進め

ていただきたいと思います。 

以上で質問を終わります。 
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6、「４款衛生費、資源物２４時間ステーションにつ

いて」 

主要な施策の成果及び予算の執行実績報告書の 

２００ページにございますが、平成２６年度、平成 

２７年度と回収状況については、例えば西部地域の回

収量を見ますと、平成２５年度をちょっと調べてみま

したが、平成２５年度が６万１，４７６キログラム、

平成２６年度がお手元の資料のように７万６，３５６

キログラム、平成２７年度９万１９１キログラム、大

体８％ずつ、これふえております。東部地域も南部地

域もそれぞれ８％、南部地域は最初にできたところで

ございますので、これ９％ぐらいふえています。 

押しなべてこの８％から９％毎年増をしていると

いうこと、各地域の回収量が上がっているということ

は、市民満足度、それからニーズが非常に高いことだ

と考えています。自治会長組織であります、平成２７

年度にリサイクル推進連絡協議会において、多分候補

地の推薦依頼というのをしたと思われますが、この結
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果はどうなったか、お聞きしたいと思います。 

◯萩原減量課長 

今のところは新たな候補地というのは、挙がってい

ない状況でございます。平成２５年度については４カ

所程度の候補地があったわけですけれども、地域住民

の合意が得られず断念したという経過がありまして、

その後、甲府市リサイクル推進員連絡協議会に依頼を

しているところでございますが、いまだ挙がっていな

いという状況でございます。 

◯佐野委員 

ありがとうございました。多分、自治会長会議等に

おいて、この必要性というのは恐らく認識もあるかと

思うんですが、市内全域において利用可能であるとい

うこととか、広報活動というのはやっぱり必要だと思

うんですけれども、これについてはどう行ったか、ち

ょっとお聞きしたいと思います。 

◯萩原減量課長 

広報につきましては、広報誌とかホームページ等に
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掲載をする中で、資源物２４時間ステーションをＰＲ

したという経過がございます。 

◯佐野委員 

ありがとうございます。 

先ほどの例えば回収量が多くなっている件、これに

ついてはやっぱりニーズとともに満足度が上がって

いるという証左だと思っていますし、それから先ほど

ありましたけれども、広報活動を行っていっている中

で、以前この中央地域、それから北部地域を中心に、

自治会長連絡協議会の中でも訴えていると思ってお

りますが、やはりニーズと、それからこういうものを

もう一重深く、この連絡協議会でも訴えていただきた

いと思っています。 

先ほど述べましたように、この中央地域、それから

北部地域を中心に、本会議の御答弁でもございました

けれども、公共施設への設置の可能性なんかは、これ

自治会にお諮りをすると、その中ではいわゆる報奨金

が下がるとか、そういった部分で基本的にはちょっと
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という部分あるかと思うんですが、公共施設であれば、

ニーズから推しはかると、非常に多く回収ができるん

じゃないかと思いますが、こういうような可能性の検

討結果というのはどうでしょうか、ちょっとお聞きし

たいんですけれども。 

◯小沢廃棄物対策室長 

佐野委員おっしゃりましたとおり、北部地域と中央

地域が今ない状態でありまして、特にその中の地域で

自治会長さんにお願いしている状況でございますが、

総論は賛成なんですけれども、各論、近所の方々が猛

反対だということになってしまうということで、なか

なか合意には至ってない状況でございます。 

中央地域と北部地域につきましては、ぜひとも１カ

所ずつ設置していきたいと思いますので、あらゆる機

会を通じて努力してまいりたいと考えております。 

以上です。 

◯佐野委員 

ありがとうございました。 
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設置を進めていきたいという当局の御答弁ですけ

れども、ニーズが高いということはやっぱり必要な施

策であると考えますので、ぜひ進めていただきたいと

思います。 

いずれにいたしましても、この地域に設置をするの

が原則なんですけれども、そういうところがなかなか

見つからないんであれば、甲府市施設である公共施設

等考えるというのも１つの手だと思いますので、リサ

イクルには必要な施策なので、進めていただきたいと

いうことを要望いたしまして、質問を終わります。 

 

 

 

 

 

 

 


